
（1） 2026 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.241健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
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・ハロウィン2025
３面
・支部新年のあいさつ
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・診療案内
５面
・南大島区
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　学習戦跡めぐり
・理事会だより
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・読者投稿
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・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2025 年 10 月末現在）　　●組合員数 22,824 人　　●出資金 368,918,328 円　　●班数 158 班
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理
事
長

福
﨑
　
雅
彦

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
職
員
は
患
者
さ
ん
・
利
用

者
さ
ん
・
そ
の
ご
家
族
に
直
接
的
な

医
療
介
護
、
そ
し
て
組
合
員
さ
ん
方

に
は
健
康
づ
く
り
と
い
う
形
で
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
は
、
少
な

く
と
も
生
ま
れ
た
時
と
、
高
齢
に

な
っ
た
時
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
受

け
て
お
り
、
今
は
元
気
で
ケ
ア
を

行
っ
て
い
る
私
た
ち
も
、
自
分
も
受

け
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
働
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
住
む

こ
の
地
域
が
住
み
や
す
く
な
る
よ
う

に
医
療
介
護
福
祉
・
行
政
機
関
・
組

合
員
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

地
域
を
ケ
ア
す
る
と
い
う
目
標
も

持
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
10
月
か
ら
12
月
に
「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
！
介
護
崩
壊
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
や
介
護

制
度
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①

地
域
の
介
護
困
難
事
例
26
例
（
利
用

者
・
家
族
・
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
り
）
を
ま
と
め
、
奄
美
市
・
瀬

戸
内
町
・
徳
之
島
3
町
の
自
治
体
に

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
国
の
施

策
に
よ
り
低
報
酬
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
介
護
職
員
が
不
足
し
て

い
る
。
老
々
介
護
、
認
知
症
、
経
済

的
困
難
が
多
く
、
十
分
な
介
護
が
提

供
で
き
て
い
な
い
状
況
が
有
る
。
障

害
も
抱
え
て
い
る
た
め
公
営
住
宅
で

は
居
住
場
所
が
1
階
で
な
い
と
不

便
、
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い
る
、
な

ど
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
②
瀬

戸
内
町
で
は
阿
木
名
小
中
学
校
体
育

館
で
20
名
の
生
徒
に
介
護
体
験
を
し

て
も
ら
っ
た
り
、
奄
美
中
央
病
院
で

は
他
施
設
の
介
護
職
員
に
ノ
ー
リ
フ

ト
ケ
ア
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
③
24
年
度
に
「
介
護
制
度
改
善

署
名
」
を
奄
美
医
療
生
協
と
し
て

2923

筆
集
め
、
全
国
の
様
々
な
団
体
と
と

も
に
計
34
万

1301
筆
の
請
願
署
名
と
し

て
昨
年
5
月
に
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
11
月
11

日
の
奄
美
新
聞
と
南
海
日
日
新
聞
に

掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ

今
私
は
、
高
市
政
権
に
な
っ
て
困
っ

た
情
勢
に
な
っ
て
い
か
な
い
か
危
惧

し
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
昨

年
11
月
7
日
予
算
委
員
会
で
総
理
と

し
て
、「（
中
国
が
）
戦
艦
を
使
っ
て

（
台
湾
へ
）
武
力
の
行
使
を
行
え
ば
、

こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
存
立
危
機
事

態
に
な
り
う
る
」
と
答
弁
し
た
こ
と

と
、
軍
備
拡
張
を
進
め
て
い
る
こ
と

で
す
。
北
京
に
到
達
す
る
長
距
離
ミ

サ
イ
ル
を
配
備
す
る
こ
と
が
果
た
し

て
戦
争
を
回
避
す
る
唯
一
の
方
法
な

の
で
し
ょ
う
か
。
か
え
っ
て
、
軍
備

拡
張
競
争
と
な
り
対
立
を
強
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
外
交
と
平
和
や
人
道
へ
の

貢
献
こ
そ
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

新
年
の
ご
挨
拶　

～ 

ケ
ア
が
輝
く
世
の
中
を 

～
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

戦
争
や
、
戦
争
に
向
か
う
時
に
は

「
非
戦
闘
員
・
弱
者
と
そ
の
方
た
ち
へ

の
ケ
ア
は
国
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
」
歴

史
が
有
り
ま
す
。

　

11
月
23
日
の
南
大
島
区
ウ
ォ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
加
計
呂
麻
島
の
押
角
か

ら
呑
ノ
浦
、
瀬
相
ま
で
を
歩
き
ま
し

た
。
元
瀬
戸
内
町
町
議
の
澤
佳
男
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い
、
押
角
で
は
島
尾

ミ
ホ
さ
ん
の
住
居
跡
、
呑
ノ
浦
で
は
特

攻
艇
震
洋
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
私

は
、
奄
美
”
幻
“
の
「
集
団
自
決
」

（
津
田
憲
一
著　

南
方
新
社
）
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
加
計

呂
麻
で
米
軍
が
上
陸
し
た
時
に
備
え

て
、
兵
隊
と
住
民
が
非
常
防
空
壕
（
と

称
し
て
）
を
掘
っ
て
い
て
、
い
ざ
戦
闘

が
始
ま
っ
た
ら
非
戦
闘
員
は
集
団
自
決

を
す
る
よ
う
に
軍
が
考
え
て
い
た
、
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
加
計
呂
麻
に
住

ん
で
い
た
方
12
名
（
多
く
は
90
歳
前

後
）
に
直
接
お
話
を
聞
い
た
内
容
（
実

名
で
書
か
れ
て
い
る
）
と
、
軍
の
資
料

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
琉
球
弧
に

あ
る
奄
美
群
島
で
は
こ
ん
な
酷
い
事
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。

　

医
療
介
護
従
事
者
と
し
て
、
決
し
て

戦
争
に
向
か
う
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な

い
様
に
、
改
め
て
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
1
昨
年
度
来
全
国
病
院
の
約

7
割
が
経
営
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
が
、

報
道
で
も
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
奄
美
医
療
生
協
は
、
昨
年
3
月
か

ら
経
営
改
善
の
た
め
に
各
事
業
所
と
法

人
を
あ
げ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
11
月
時
点
で
、
全
体
と
し
て
は
改

善
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
改
善
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
組
合
員
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わだつみの木

　

秋
が
深
ま
る
雨
が
シ
ト
シ
ト
降
っ
て

い
る
。
時
計
は
も
う
す
ぐ
10
時
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
パ
タ
パ
タ
と
あ
ま
り

聞
き
な
れ
な
い
小
さ
な
足
音
。
今
年
も

忘
れ
ず
に
や
っ
て
き
て
く
れ
た
か
わ
い

い
オ
バ
ケ
た
ち
。
ひ
ま
わ
り
館
に
住
む

オ
バ
ケ
だ
。
皆
、
消
防
士
、
ピ
エ
ロ
、

ピ
カ
チ
ュ
ウ
、
金
太
郎
、
お
姫
様
、
孫

悟
空
、
魔
法
使
い
の
仮
装
を
し
て
い
る

が
、
我
々
に
は
バ
レ
バ
レ
だ
。
で
も
正

体
を
あ
ば
く
と
い
た
ず
ら
を
す
る
と
の

こ
と
で
、
本
部
で
は
知
ら
な
い
こ
と
に

し
て
要
求
通
り
お
菓
子
を
た
く
さ
ん
渡

す
こ
と
に
し
た
。
皆
う
れ
し
そ
う
に
袋

に
入
れ
て
い
た
。
で
も
バ
レ
バ
レ
だ
。

　

雨
の
中
心
配
し
た
が
、
今
年
も
来
て

く
れ
た
。
我
々
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
。
来

年
は
ど
ん
な
仮
装
で
来
て
く
れ
る
か
楽

し
み
だ
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
２
５

ひ
ま
わ
り
館
の
オ
バ
ケ
た
ち
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

笠利支部

山口 支部長

長浜支部

政 支部長

大和支部

江﨑 支部長

東方支部

斎藤 支部長

西方支部

渡山 支部長

伊仙支部

恵 支部長

天城支部

文田 支部長

 山郷支部

与倉 支部長

四谷支部

米山 支部長 上方支部

藤田 支部長

（理事兼務）

下方支部

荒田 支部長

（理事兼務）

龍郷支部

森 副支部長

中央奄美支部

池田 支部長

徳之島南支部

西川 支部長

徳之島北支部

津田 支部長

世界が帰馬放牛の心に
　健康をつくる
　平和をつくる
　いのち輝く社会をつくる
　今年もよろしくお願いいたします
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生協在宅サービスセンター
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

奄美中央病院：☎ 0997-54-4443
と く の し ま：☎ 0997-81-2755

介護に関するご相談にケアマネージャーがお受けします。

南大島診療所　☎ 0997-72-0107   休診日：土曜、日曜、月曜、火曜・水曜の午後

徳之島診療所・デイケアにじ  ☎ 0997-83-2131 休診日：日曜、月曜・水曜・土曜の午後

月 火 水 木 金 土

午
前
診
療

受付 9:00 ～ 12:00

診療 9:30 ～ 12:00

一般
外来 福﨑 福﨑 吉俣 吉俣 福﨑 休診

専門
外来 － － － ③週

糖尿病 － ②週 循環器

午
後 訪問診察 ②④週

訪問診察
①③週

訪問診察 － ②④週
訪問診察 －

午後休診
夕
診

受付 16:30 ～ 18:00

診療 17:00 ～ 18:00

一般
外来 － － － － 福﨑

小児予防接種
午前 お 問 い 合 わ せ く だ さ い －

夕診 － － － － お問い合わせ
ください －

生協訪問看護ステーション
営業時間：平日 9:00 ～ 17:30（土曜日は 13:00）

あ  ま  み：☎ 0997-57-7171
ｻﾃﾗｲﾄ せ と う ち：☎ 0997-72-2985
ｻﾃﾗｲﾄ あ ま ぎ：☎ 0997-81-2755

介護老人保健施設せとうち・　　　　   
　　　　　　 通所リハビリテーション
●入所：「要介護１～５」の方
●通所・短期入所：「要支援１～２」と「要介護１～５」の方
○入所：
　繰り返し利用もできます。1 ヶ月から半年を目安に
　生活リハビリを受けられます。
○短期入所（ショートステイ）：
　家庭での介護が一般的に出来ないときに利用できます。
○通所リハビリ（デイケア）：
　１日６～ 7 時間を基準にサービスを受けられます。
　短時間利用もできます。
○訪問リハビリ：  
　自宅でリハビリテーションを受けられます。

介護に関するお困りごと等、お気軽に支援相談員まで
お尋ねください。　　　　　　　☎ 0997-73-1155

受付 診察 月 火 水 木 金 土 日

午
　
　
　
前

月曜

～

日曜

7:30

～

12:00

月曜

～

日曜

8:45

～

12:30

内
　
　
　
　
科

一
　

般

一　般 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制

一　般 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 － －

予
　
　
　
　
約

生活習慣病 交代制 － － 平元 佐藤 交代制 －

呼吸器 － 堀 堀 堀 － － －

消化器 － 酒本 － － － － －

循環器 川畑 － 福﨑 福﨑 川畑 ②③④週 川畑 －

糖尿病 土屋 土屋 土屋 － 土屋 － －

乳　腺 － － － － － ③週 　惠 －

腎臓病 － － －
※月毎に週を指定

－
※週 折田 ※週 折田 ※週 折田

小児科 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田

午
　
　
　
後

月曜

～

金曜
15:00

～

18:30

土曜
13:00

～

16:30

月曜

～

金曜
15:00

～

18:30

土曜
13:00

～

16:30

内
　
　
科

予
　
　
約

１　診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 休診

呼吸器 － － 堀 － － － －

糖尿病 － ①②週 土屋 － － － － －

腎臓病 － － －
※月毎に週を指定

－ －
※週 折田 ※週 折田

小児科（予約）
 受付 16:00 ～ 18:30
 診察 17:00 ～ 19:00

楠田 － － － 楠田 － －

※日曜は第 1 診察室にて午前のみの診療となります。　※小児科の予防接種は木曜・金曜の午後となります。（予約制）
奄美中央病院・デイケアひまわり ☎ 0997-52-6565

診療のご案内
ＬＩＮＥで小児科夜間
外来予約を始めました

生協ヘルパーステーション
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

あ ま み：☎ 0997-57-7373
せ と う ち：☎ 0997-72-3567

月 火 水 木 金 土

午前
診療

受付
8:00 ～ 12:00

診療
8:45 ～ 12:30

一般
外来 ○ ○  ○ ○ ○ ○

専門
外来 － － ①週 小児科

④週 消化器 － ②週 循環器
③週 呼吸器 ③週 呼吸器

訪問
診療 14:00 ～ 17:00 ○ － ○ － － －

午後
診療

受付 18:00 まで
診療 17:00 ～

一般
外来 午後休診

17:00 ～

〇 午後休診
17:00 ～

〇
17:00 ～

〇
午後休診

受付 18:00 まで
診療 14:00 ～

専門
外来 － ①週 小児科

④週 消化器 － ①③週　　
糖尿病外来

②週 循環器
③週 呼吸器

小児科予防接種
（受付は 17:30 まで）

午前 ○ ○ ○ ○ ○ －

午後 － お問い合わせ
ください － お問い合わせ

ください
お問い合わせ

ください －

 ■午後診療は、火曜日、木曜日、金曜日の 17：00 ～。 ■日曜日の終日、月曜日、水曜日、土曜日の午後は休診です。
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11 月 9 日 （日） きゅら島交流館を会場に南大島区生協まつりが開催されました。 今年は西方支部が主管で、

森直弘実行委員長のもと、 多彩な出し物、 医療介護関係等の各コーナー、 出店等盛りだくさんのまつりとなりま

した。 来場者も今年、 3区の中で一番多い 400 名余となり医療生協を広くアピールすることができました。
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　11 月 2 日 （日） 徳之島以南区生協まつりが、 新しくなった診療所の敷地内を会場に開催されました。 当

日は天候にも恵まれ予想を大きく超える 350 名の組合員、 地域の方々が来場し大盛況のまつりとなりまし

た。 同地域には、 巨大病院が稼働するなど不安の中での取り組みでしたが、 「地域に寄り添う結いの診療所」

への地域の期待を実感する生協まつりとなりました。
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“お元気ですか”クイズ
紙面のどこかに答えがあるよ～＼(^o^)／

１、奄美大島にある、対馬丸犠牲者の慰霊碑がある海岸名は

　　答え　①きねんばま海岸　②ふのし海岸　③おおはま海岸

２、奄美大島にあるも最も古い軍事施設は　　             

　　答え　①手安弾薬庫跡　②西古見砲台跡　③久慈貯水庫跡

３、食糧難の時に奄美の島人が食べたものは   

　　答え　①がじゅまる　②さとうきび　③ソテツ

４、対馬丸を撃沈した潜水艦の名前は

　　答え　①ボーフィン号　②サンディーズ号　③クィーンエリザべス号

５、軍政下苦しい性格の中、奄美の人々は「○○○○

　　○」精神で逞しく生き抜いた　○○○○○は何？

　　答え　①あっただま　②すっとごれ　③やまとだましい

それぞれ答えを○で囲んでください。

※当選者はお元気ですか 4 月号でお知らせいたします。

※ご記入いただいた個人情報は、本アンケートに関わる目的のみに
　使用します。

※いただいた感想を掲載する事があります。ご了承ください。

＜応募方法＞◆応募方法はどちらでも良いです
◆ハガキまたはメールにてご応募の方は答えを記入して送って下さい。
◆応募用紙に直接記入し切り取とって区の地域支援部職員へお渡し
　ください。
上記方法で、お元気ですかへの感想等を添えてお送りください。
正解者の中から抽選で 5名の方に図書カードをプレゼントします。

＜宛て先＞〒894-0036　奄美市名瀬長浜町8-7　生協会館２階
　　　　　 奄美医療生協　お元気ですかクイズ係
＜メール＞honbu＠amami-hca.sakura.ne.jp
●締め切りは 2026 年2月28日（当日消印有効）
〈10月号当選者〉武田愛加さん/仁村初美さん/太野郁子さん/迫田康二さん/源 由美子さん

お元気ですかクイズ / 応募用紙
＜キリトリ＞

＜キリトリ＞

この用紙を使う場合必ずお書き下さい

　　　  〒

ご住所

お名前

＜お元気ですかへのご感想・ご意見＞

 読者投稿

憲法9条パネルを購入してわが家の郵便受けの
上に取り付けました。憲法9条を中心に高らか
に咲き誇り、世界から賞賛される日本に！

大和村　　Ｎ・Ｙさん


